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「
緑
と
露
出
L

の
口
マ
ン
を
求
め
て
L

山
と
文
化
ガ
共
鳴
す
る
踏
の
信
ゃ
つ
く

り
i
を
開
催
テ
i
マ
に

¥
3月
幻
自
力

ら
開
催
し
た
ク
リ
ー
ン
フ
工
戸
田
い
ば

ら
き
は
¥
連
日
盛
況
の
う
ち
に
開
瞳
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
¥
県
民
総
参
加
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
県
内
の
市
町
村
の
郷
土
芸
能

を
紹
介
す
る
「
ふ
る
さ
と
の
白
し
ガ
人

気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
の
日
・
大
洗
暗
L

は
¥
去

る

4
月刊
υ日
(
土
曜
己
〉
メ
イ
ン
ホ
i
ん

み
ど
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
¥
荒
磯

太
鼓
保
存
会
(
山
一
戸
果
会
長
)
却
名
¥

磯
節
保
寺
会
ハ
石
沢
竹
楽
会
長
)
記
名

と
ミ
ス
ポ
!
ト
大
洗
の
皆
さ
ん
が
出
演

し
ま
し
だ
。

県
内
屈
指
の
観
光
地
と
し
て
¥
そ
の

知
名
度
も
高
い
大
洗
聞
に
会
場
は
観
客

席
ガ
埋
め
つ
く
さ
れ
る
盛
況
ぷ
り
で
¥

開
演
前
に
ミ
ス
ボ
ト
大
洗
と
観
光
協

会
の
皆
さ
ん
ガ
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
。
定
刻
の
午
後

2
時
開
演
¥
オ
ー

ブ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
ー
で
小
谷
醍
亮
師
役
¥

ミ
ス
ポ
i
ト
大
洗
の
万
波
毘
ゆ
み
さ
ん

と
安
薗
智
子
さ
ん
ガ
時
の
紹
介
と
観
光

を

P
R
o
続
い
て
¥
山
戸
会
長
ガ
荒
磯

太
鼓
の
活
動
と
演
巴
を
紹
介
¥
磯
節
保

寿
会
の
川
上
副
会
長
は
磯
簡
の
由
来
等

を
説
明
し
演
技
に
移
り
ま
し
だ
。

始
め
に
¥
子
供
た
ち
で
編
成
し
だ
荒

磯
太
鼓
ガ
出
演
し
て
¥
抽
ケ
滞
日
¥
重

通
太
鼓
と
太
朗
太
鼓
を
披
露
。
そ
の
あ
河

と
¥
磯
節
保
葎
会
の
皆
さ
ん
ガ
磯
節
と
駅

大
洗
甚
句
¥
最
後
に
賑
や
か
に
大
洗
大
川

漁
節
。
歌
と
踊
り
に
観
客
の
警
C
ん

の

紙

大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
疋
。
加

荒
磯
太
鼓
に
出
演
レ
疋
子
供
左
右
は
氏

「
大
舞
台
で
緊
張
し
た
も
か
¥
今
迄
の
中
研

で
一
番
よ
く
出
来
て
よ
か
っ
た
L

と

喜

氏

田

ん

で

い

ま

し

疋

。

築

花
や
緑
に
色
(
け
な
い
フ
工
戸
を
彩
る
伽
氏

大
洗
司
の
巴
で
し
だ
o

酬

桐

ま
だ
¥
ふ
る
さ
と
館
〈
お
市
題
村
出
削
飢

居
)
の
大
洗
町
コ
ー
ナ
ー
で
は
¥
観
光
巾
晴

の
パ
ネ
ル
、
町
山
を
紹
介
す
る
ピ
ア
オ
政
相
期

映
と
特
産
毘
ガ
展
示
さ
れ
¥
連
日
大
勢
同
情

の
方
ガ
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
o

伽一一供提莫写

d晶画丁を紹介する小谷助役とミスポート

選組踊量診

4亀山戸会長と)11上部会長d包綴客で埋めつくされた会場&ふるさと鎮の大洗町コーナー

歳

時

記

け
劃
劃
ハ
内
務

五
月
五
日
は
、
「
こ
ど
も
の
日
」
。

男
の
子
の
端
午
の
節
句
で
す
。
こ
の

日
は
家
に
武
者
人
形
を
飾
り
、
こ
い

の
ぼ
り
を
立
て
て
祝
い
ま
す
。
そ
し

て
、
家
族
で
か
し
わ
も
ち
を
食
べ
、
シ

ョ
ウ
ブ
湯
に
入
り
ま
す
。
地
域
に
よ

っ
て
は
、
独
特
の
風
習
が
あ
り
ま
す
。

武
者
人
形
は
、
昔
は
概
市
町
皇
后
、

八
幡
太
聾
義
家
、
鐘
雄
な
ど
歴
史
上

の
人
物
の
人
形
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
最
近
は
金
太
郎
や
桃
太
郎
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い

る
男
の
子
の
人
形
に
人
気
が
あ
り
ま

す
。
表
情
も
品
目
は
武
勇
を
表
し
た
強

そ
う
な
表
情
だ
っ
た
の
が
、
最
近
は

幼
な
顔
で
、
り
り
し
い
表
情
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
ろ
い
か
ぶ

と
に
身
を
包
め
た
初
障
の
若
武
者
の

人
形
が
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に
好

ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

端
午
の
節
句
の
祝
い
方
は
、
地
方

と
都
市
と
で
は
違
っ
て
き
て
い
ま
す
。

少
子
持
代
の
反
映
で
、
地
方
で
は
段

飾
り
の
豪
華
な
武
者
人
形
が
多
く
出

回
っ
て
い
ま
す
。
都
市
で
は
、
手
軽

な
人
形
、
こ
い
の
ほ
り
も
卓
上
裂
と

い
う
家
が
多
く
な
り
ま
し
た
の

そ
の
半
面
、
ホ
テ
ル
な
ど
が
一
豪
華

な
武
老
人
形
を
飾
ヮ
て
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

式
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
、
そ
こ
に
家

族
で
参
加
庁
同
と
い
う
ス
タ
イ
ル
も

見
か
け
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
る
殺

の
気
持
ち
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

五
月
五
i
十
一
日
ま
で
は
、
「
児
支

福
祉
遊
間
」
で
す
。
昭
和
二
十
二
年

に
児
童
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た
当
時

と
は
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
も

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
勺

u
m
M
ψ
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レ
イ
ン
ボ
ー
カ
メ
ラ
庖
を
経
営
す
る

絹
針
弘
己
さ
ん
(
大
洗
町
磯
浜
町
3
4

7
4
1
1
)
が
「
愛
し
き
白
鷺
」
写
真
集

を
発
刊
去
る
4
月
四
日
、
教
育
委
員

会
を
訪
れ
、
小
中
学
校
と
歯
書
館
へ
と

写
真
集
叩
冊
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
写
真
集
は
、
絹
針
さ
ん
が
平
成

元
年
の
泰
か
ら
大
洗
町
内
で
4
年
間
、

美
し
い
白
鷺
を
追
い
続
け
て
撮
影
し
た

カ
ラ

i
写
真
。
序
文
に
は
写
真
家
の
秋

山
庄
太
郎
さ
ん
と
俳
優
の
西
自
敏
行
さ

ん
の
執
筆
を
頂
い
た
。
生
態
を
捕
ら
え

た
芸
術
写
真
集
で
、

A
4
判
(
部
ペ
ー

ジ
)
株
式
会
社
・
日
本
写
真
企
画
が
発

行
所
(
定
価
2
、
5
0
0
円
)
で
す
。

らあおお

日
賑
わ
っ
た

平成5王手5汚58

写
真
提
f共!}} 

松
野
j学

，口

氏

絹針弘己さん

絹
針
さ
ん
は
、
「
全
面
的
に
森
林
の
伐

採
や
都
市
化
な
ど
で
サ
ギ
山
は
失
わ
れ
、

市
街
地
で
繁
殖
す
る
例
が
多
く
な
っ
た
。

大
洗
町
は
、
海
、
沼
や
川
が
近
く
に
あ

り
、
小
高
い
丘
陵
地
や
雑
木
林
等
す
ば

ら
し
い
自
然
環
境
が
多
く
残
っ
て
い
る

た
め
生
怠
し
て
い
る
。
こ
の
美
し
い
白

鷺
の
暮
ら
し
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
頂

く
た
め
撮
影
し
、
写
真
集
を
出
版
す
る

こ
と
に
決
意
し
た
」
と
発
刊
の
動
機
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

絹
針
さ
ん
は
、
昭
和
白
年
に
写
真
関

係
の
会
社
を
退
職
し
て
本
格
的
に
写
真

活
動
に
入
り
、
活
動
の
拠
点
と
し
て
写

真
底
(
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
メ
ラ
)
を
開
業
、

圏
展
入
選
。
以
来
、
関
東
二
科
展
を
は

じ
め
各
展
覧
会
や
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
、

入
選
。
一
平
成
2
年
に
有
限
会
社
・
絹
針

写
真
企
画
を
設
立
。
写
問
凶
「
虹
」
を
結
成

し
て
幅
広
い
写
真
活
動
を
し
て
い
ま
て

こ
の
写
真
集
を
購
読
ご
希
撃
の
方
は
、

レ
イ
ン
ボ
ー
カ
メ
ラ
底
(
盛
田
i
3
1

1
6
)
に
申
込
み
下
さ
い
。

定
己
申
耳
、

コ
ノ
必
然
豊
色
刷

天
妃
祭
(
祝
町
)
が
、
去
る
4
月
四
日

(
日
)
に
行
わ
れ
、
子
供
御
輿
と
山
車
が

午
前
、
午
後
に
わ
た
り
町
内
を
練
り
歩

き
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

天
妃
祭
は
昨
年
よ
り
、

4
月
の
第
3

日
曜
日
に
替
わ
り
年
々
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
別
名
の
子
ど
も
達
が
参
加
。

全
員
に
ハ
ッ
ピ
を
貸
し
て
、
お
弁
当
と

飲
物
付
、
た
の
し
い
て
討
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

来
年
も
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

事
務
局
渡
辺
和
男
宮
町
1
5
5
1
0

入
車

大
洗
町
職
員
の
人
事
異
動
ガ
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典
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伸

行

小

沼

洋

一

田

中

温

子

米

川

あ

き

船
橋
臨
精
子

金

沢

慶

子

米

川

正

一

関

根

強

谷

村

広

樹

小

松

崎

忠

稲

垣

慈

久

米

川

雅

博

石
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安
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石

井

孝
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〆向、

〉
は
関
職
名

(

出

納

室

長

)

(

厚

生

課

長

)

(

町

民

会

館

長

)

(

商

工

観

光

課

長

)

(
都
市
計
画
課
係
長
)

(
マ
リ
ン
タ
ワ

i
館
長
)

(

住

民

謀

長

)

(
収
納
課
収
納
係
長
)

(
間
用
地
方
課
主
事
)

(
町
長
公
室
政
策
推
進
係
長
)

(
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係
長
)

(
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
長
)

(第
1
保
育
所
・
主
任
保
母
)

(第

1
保
育
所
・
保
母
)

(第

2

保

育

所

長

)

(第

2
保
管
所
・
保
母
)

(
一
厚
生
課
生
活
環
境
係
長
)

(
厚
生
課
清
捕
管
理
係
長
)

(
総
務
課
交
通
係
長
)

(
厚
生
課
福
祉
係
長
)

(
都
市
計
踊
端
部
技
師
)

(
都
市
計
画
課
下
水
道
係
長
)

(
建
設
課
土
木
係
長
)

(
企
画
課
企
画
調
整
係
長
)

(
消
防
本
部
消
防
係
長
)

(
消
防
本
部
総
務
係
長
)

(
土
地
開
発
公
社
主
事
)

(
教
育
委
員
会
主
事
)

(
議
会
事
務
局
書
記
)

(
農
林
水
産
課
主
事
)

(

厚

生

課

主

事

)

(

水

道

課

主

事

)

(

総

務

課

主

事

)

(

総

務

課

事

務

補

)

(

厚

生

課

主

事

)

(

厚

生

謀

、

玉

事

)

(

厚

生

課

主

事

)

(

厚

生

課

主

事

)

(

厚

生

諜

主

事

補

)

(

住

民

課

主

事

)

(

水

道

課

技

師

)

(

総

務

課

主

事

補

)

生
活
環
境
課
・
主
事

生
活
環
境
謀
・
技
師

生
活
環
境
課
・
技
師

生
活
環
境
課
・
技
師

生
活
環
境
課
・
技
師

生
活
環
境
課
・
技
師

生
活
環
境
課
・
技
師

生
活
環
境
課
・
技
師

生
活
環
境
課
・
技
師

生
活
環
境
課
・
衛
生
手

生
活
環
境
謀
・
衛
生
子

生
活
環
境
課
・
衛
生
子

生
活
環
境
課
・
衛
生
手

生
活
環
境
課
・
衛
生
手

生
活
環
境
課
・
衛
生
手

生
活
環
境
課
・
衛
生
手

生
活
環
境
課
・
衛
生
手

保

健

課

・

主

事

保

健

課

・

、

玉

事

農
林
水
産
課
・
主
導

農
林
水
産
課
・
主
事

商
工
観
光
課
・
、
主
事

建

設

諜

・

、

三

事

出

納

室

・

主

事

議
会
事
務
局
・
書
記

水

道

課

・

主

事

水

道

課

・

主

事

水

道

課

・

主

事

教
育
委
員
会
・
主
事

教
育
委
員
会
・
主
事

教
育
委
員
会
・
主
事

磯
浜
小
学
校
・
主
事

磯
浜
小
学
校
・
調
理
師

大
震
小
学
校
・
調
理
師

第
一
中
学
校
・
主
事

第
一
・
中
学
校
・
調
理
師

南

中

学

校

・

主

事

消

防

本

部

・

主

事

消

防

本

部

・

主

事

土
地
開
発
公
社
・
主
事

環
境
衛
生
組
合
・
主
事

環
境
衛
生
組
合
・
技
師

環
境
衛
生
組
合
・
技
師

環
境
衛
生
組
合
・
衛
生
手

(
新
採
用
職
員
)

税

務

課

・

主

事

住

民

課

・

主

事

環
境
衛
生
組
合
・
技
師
補

(
退
職
者
)

木

村

光

雄

助
川
公
都
子

宮

本

節

子

鏑

木

幹

雄

中

川

繁

村

山

勇

丸

山

四

郎

鬼

沢

安

弘

松

本

和

彦

市
毛
甲
太
郎

江

間

博

川

上

修

飛

田

素

弘

住

谷

照

吉

田

中

秀

雄

中
川
は
つ
校

磯

崎

全

亨

村

山

年

身

長

峰

重

次

冨

沢

正

義

小
松
崎
三
津
子

近

藤

礼

子

関

根

敦

生

米

川

良

男

小

野

瀬

寛

栗

田

敏

行

川

上

朱

美

横

山

義

博

米

川

芳

史

古

川

た

け

大
久
保
正
一

小

沼

敏

夫

中
野
谷
喜
美
子

小
糞
千
並
紀

江
橋
美
智
子

岩

泊

ま

さ

小

沼

節

子

土
口
浮
浪
子

小
野
瀬
か
つ
江

山

口

静

江

雨

谷

茂

夫

沼

山

忠

信

関

根

清

美

高
橋
ひ
き
江

中

川

淳

青

柳

淑

夫

半

間

孝

主

小

沼

正

人

小
野
瀬
憲
優

和

田

直

樹

(

建

設

課

長

)

(第

1

保

脊

所

長

)

(第
2
保
育
所
主
任
保
母
)

(

厚

生

課

主

事

)

(

厚

生

諜

技

師

)

(

厚

生

課

技

師

)

(

厚

生

謀

技

師

)

(

一

厚

生

課

技

師

)

(

厚

生

課

技

師

)

(

厚

生

課

技

師

)

(

厚

生

課

技

僻

)

(

厚

生

課

技

師

)

(

厚

生

課

衛

生

手

)

(

厚

生

課

衛

生

手

)

(

厚

生

課

衛

生

手

)

(

厚

生

課

衛

生

手

)

(

厚

生

課

衛

生

手

)

(

厚

生

課

衛

生

手

)

(

厚

生

課

衛

生

手

)

(

厚

生

課

衛

生

手

)

(

住

民

課

主

事

)

(

出

納

室

主

事

)

(

税

務

課

主

事

)

(

水

道

課

主

事

)

(

企

画

課

主

事

)

(
農
林
水
産
課
主
事
)

(
教
育
委
員
会
主
事
)

円

税

務

課

主

事

)

(

収

納

謀

、

玉

事

)

(

南

中

学

校

主

事

)

(

保

健

課

主

事

)

(
農
林
水
産
課
主
事
)

(
商
工
観
光
課
主
事
)

(

保

健

課

主

事

)

(

厚

生

課

主

事

)

(
大
賞
小
学
校
調
理
師
)

(
南
中
学
校
調
理
師
)

(
磯
浜
小
学
校
主
事
)

(
夏
海
小
学
校
調
理
師
)

(
第
一
中
学
校
主
事
)

(
教
育
委
員
会
主
事
)

(

建

設

課

主

事

)

(

厚

生

課

主

事

)

(

保

健

謀

、

主

事

)

(

厚

生

課

技

師

)

(

厚

生

課

技

師

)

(

厚

生

課

衛

生

手

)

(
平
成
5
年
4
月
1
日
付
)

(
平
成
5
年
4
月
1
日
付
)

(一平成
5
年
4
月
1
日
付
)

(
平
成
5
年
3
月
紅
白
付
)

(
平
成
5
年
3
月
日
品
目
付
)

(
平
成
5
年
3
月
泣
臼
付
)

鰹1:
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E事の iり
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E漏
罰喜
由慨
のま

で

毘
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
自
営

業
の
方
と
そ
の
家
族
の
方
及
び
学
生

の
方
(
第
一
号
被
保
険
者
)
は
、
保

険
料
一
ヶ
月
一
万
五
百
円
を
毎
月
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
長
い
加
入
期
間
の
う
ち

に
は
病
気
や
失
業
・
災
害
な
ど
に
よ

り
保
検
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
と

な
り
滞
納
し
て
し
ま
、
7
場
合
が
あ
り

ま
す
。こ

の
場
合
、
中
木
納
の
ま
ま
長
期
間

放
っ
て
お
く
と
、
二
年
経
過
後
分
か

ら
は
保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
時
効

が
発
生
し
て
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
、

そ
の
期
間
は
消
滅
し
、
将
来
年
金
を

受
け
る
た
め
の
最
低
年
数
を
確
保
で

ミ
ず
無
年
金
者
と
な
る
方
も
い
ま
す
勺

閤
民
年
金
制
度
で
は
、
こ
の
よ
う

な
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
保

険
料
納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
設
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
方
は
、
役
場
(
年
金
係
)

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
法
定
免
除
〉

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
方
。

⑦
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生
年
金

税

だ

よ

り

〈
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は

正
し
く
お
早
め
に
V

3
月
末
決
算
法
人
の
う
ち
消
費
税

の
課
税
事
一
業
者
に
該
当
す
る
法
人
は
、

平
成
5
年
5
月
白
日
が
消
費
税
の
申

告
と
納
税
の
期
限
で
す
。
必
ず
期
限

内
に
所
轄
の
税
務
署
へ
申
告
書
を
提

出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
納
税
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に

該
当
す
る
法
人
と
は
?
〉

消
費
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
法

人
は
、
次
の
法
人
で
す
。

霊
前
々
事
業
年
度

(
3月
末
決
算
法

人
の
場
合
、
平
成
2
年
4
月
1
日
j

平
成

5
年

4
月
4
1
臼
信
で
、

あ
り
ま
し
定
。

※
厚
生
諜
券
、
福
祉
課
と
生
活
環
境
諜
に
介
離

(
謀
長
職
)

住

民

課

長

福

祉

課

長

生

活

環

境

課

長

悔

工

観

光

謀

長

側
マ
リ
ン
タ
ワ
!
館
長

建
設
課
長
・
樹
土
木
係
長

町

民

会

館

長

出

納

室

長

(
係
長
職
)

町

長

公

室

・

秘
書
広
報
公
務
係
長

総
務
課
・
文
書
選
挙
係
長

会
酷
謀
・
企
画
調
姿
係
長

収
納
課
・
収
納
係
長

福
祉
課
・
一
福
祉
係
長

第

1

保

育

所

長

第
1
保
育
所
・
主
任
保
母

第

2

保

育

所

長

第
2
保
育
所
・
主
任
保
母

生
活
環
境
課
・
生
活
環
境
係
長

法
滞
環
境
課
・
清
掃
管
理
係
長

生
活
環
境
課
・
交
通
妨
災
係
長

保
健
課
・
国
民
健
康
保
険
係
長

都
市
計
画
課
・
都
市
開
発
係
長

都
市
註
醐
端
部
・
下
水
準
百
理
官
設

都
市
註
醐
端
部
・
ア
杢
渇
工
務
後
日
設

整
育
委
員
会
・
社
会
教
育
係
長

消
肪
署
・
第
1
中
隊
長

消
防
署
・
第
2
中
隊
長

(
一
般
職
)

総

務

課

・

主

事

茨
城
県
庁
派
遣
・
、
王
士
事

企

繭

課

・

主

事

税

務

課

・

主

事

収

納

課

・

主

事

住

民

課

・

主

事

福

祉

課

・

主

事

福
祉
課
・
、
玉
事
補

福

祉

課

・

主

事

福

祉

課

・

主

事

福

祉

課

・

主

事

一

福

祉

課

・

主

事

福

祉

課

・

主

事

生
活
環
境
諜
・
、
玉
事

生
活
環
境
諜
・
、
玉
事

生
活
環
境
課
・
主
事

平
成
3
年
3
月
幻
自
)
の
諜
税
売
上

高
が
3
千
万
円
を
超
え
る
法
人

②
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
番

を
提
出
し
て
い
る
法
人

〈
確
定
申
告
書
の
提
出
が
遅
れ
る
と
〉

確
定
申
告
書
の
提
出
が
遅
れ
ま
す

と
無
申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
。

〈
納
税
が
遅
れ
る
と
〉

納
税
が
遅
れ
ま
す
と
、
平
成
5
年

6
月
1
日
か
ら
同
年
7
月
回
日
ま
で

の
聞
は
年
7
・
3
%、
8
月
2
日
以

降
は
年
日
・

6
%
の
割
合
で
延
滞
税

が
か
か
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
水
戸
税
務
署
・
税
務

相
談
案
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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と

3雪臨時。万田舎時じ

地域

も市

「
町
の
地
域
振
興
事
業
に
役
立
て
て

下
さ
い
」
と
去
る
3
月
回
目
、
株
式
会

社
水
戸
カ
ン
ツ
リ
!
倶
楽
部
(
吉
山
博

吉
社
長
)
が
経
営
す
る
大
洗
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
の
菊
池
不
二
夫
常
務
、
寺
内
淳
理

事
、
小
森
晃
支
配
人
、
川
崎
隆
史
総
務

次
長
さ
ん
が
町
長
室
を
訪
れ
、
竹
内
町

長
に
3
千
万
円
の
地
域
振
興
協
力
寄
付

金
の
日
銭
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
敷

地
は
、
町
有
地
と
来
有
地
を
借
り
受
け

て
運
営
し
て
い
る
た
め
、
利
益
は
地
域

の
為
に
還
元
し
た
い
と
、

2
年
前
に
地

らあお

域
振
興
協
力
基
金
制
度
を
設
立
し
た
も

の
で
す
。

会
員
が
1
田
プ
レ
ー
す
る
と
剛
円
を

徴
収
す
る
制
度
で
、
年
間
約
2
万
人
が

利
用
し
て
1
千
万
円
を
拠
出
、
残
り
は
、

ゴ
ル
フ
俣
楽
部
が
拠
出
す
る
方
法
で
協

力
金
を
捻
出
し
た
も
の
で
、
今
回
が
2

留
日
と
な
り
ま
し
た
。

寄
付
を
受
け
た
竹
内
町
長
は
「
釘
の

振
興
の
た
め
有
意
義
に
使
わ
せ
て
頂
き

ま
す
」
と
お
礼
の
一
一
一
一
日
写
楽
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。誠

に
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お

幼
児
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
明
石
保
育
濁
(
明
石
ウ
タ
嵐
長
)
で

は
、
去
る
3
月
叫
臼
、
麗
児
お
名
が
特

別
養
護
老
人
ホ

i
ム
「
ひ
ぬ
ま
苑
」
を

訪
問
し
て
、
入
所
者
の
皆
さ
ん
に
勝
り

や
劇
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。

(3)第257号

午
前
日
時
、

2
階
食
堂
に
集
ま
っ
た

入
所
者
の
皆
さ
ん
に
、
園
児
達
の
挨
拶

の
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
に
分
か
れ
、

お
母
さ
ん
手
作
り
の
衣
装
を
ま
と
い

「
こ
ど
も
大
漁
節
」
等
の
踊
り
や
軽
歌

劇
「
ビ
ク
ビ
ク
う
さ
ぎ
」
の
劇
等
を
一

生
懸
命
に
披
露
す
る
と
、
お
年
寄
り
の

皆
さ
ん
は
大
喜
び
、
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

入
所
者
代
表
の
方
が
「
今
日
は
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
上
手
に
で
き
ま
し

た
ね
、
ま
た
来
て
下
さ
い
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
る
と
、
題
児
達
は
「
一
在
一
一
川

で
ね
、
さ
よ
う
な
ら
」
と
挨
拶
、
問
問
児

遠
の
手
を
擢
り
し
め
て
別
れ
を
惜
し
ん

で
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
子
供
た
ち
が
お

年
寄
り
の
方
を
大
切
に
す
る
心
が
育
つ

こ
と
で
し
ょ
、
つ
。

平
成
5
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

(
4
月
6
日
か
ら
日
目
ま
で
)
を
前
に
、

去
る
4
R
4
日
(
日
)
に
小
泉
建
築
協
力

会
(
泉
友
会
・
関
根
精
一
会
長
外
臼
名
)

の
皆
さ
ん
が
、
交
通
安
全
を
願
っ
て

今
年
も
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
!
の
清
掃
と

点
検
作
業
の
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し

た。
当
日
は
肌
寒
い
中
で
し
た
が
、
会
員

の
皆
さ
ん
は
、
町
内
を
各
班
に
分
か
れ

て
、
皆
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た
ガ
ラ
ス
ク

リ
ー
ナ
ー
等
の
清
捕
用
具
を
使
い
、
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
磨
い
た
り
、
曲
が
っ
た

ミ
ラ
!
の
諦
獲
に
尊
い
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ

i
の
皆
さ
ん
、
こ
の
様
に

陰
で
交
通
事
故
防
止
を
願
っ
て
い
る
人

日
盟
問
地
区
集
会
事
完
成

A
Y

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の

場
、
ま
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

拠
点
と
し
て
、
地
一
区
集
会
所
の
建
設
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
こ
の
た
び
、
矢
場

地
芭
と
桜
道
地
区
に
地
区
集
会
所
が
完

成
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

矢
場
地
区
集
会
所
は
、
か
っ
ぱ
食
堂

の
前
(
成
田
町
7
9
4
番
地
の
2
)
に

建
設
。
建
物
は
木
造
平
屋
建
1
1
2
・

m
U
(
鈍
坪
)
で
、
多
目
的
に
利
用
で
き

る
会
議
室
(
お
・
詔
凶
)
、
和
室
(
詑
帖
)

と
料
理
実
留
の
で
き
る
調
理
室
(
日
・
mu

U
)
の
各
1
釜
を
備
え
、
建
設
事
業
費

1
6
、
0
6
8
千
円
で
す
。

桜
道
地
区
集
会
所
は
、
大
洗
駅
裏
の

(
桜
道
仮
換
地
位
街
区
3

3

画
地
)
に

建
設
。
建
物
は
木
造
平
鹿
建
1
4
1
・

船
ぽ
(
必
坪
)
で
、
多
目
的
に
利
用
で
き

る
会
議
室
(
臼
・
叩
ぽ
)
、
和
室
(
日
帖
)

と
料
理
実
習
の
で
き
る
調
理
室
(
幻
・
日

ぽ
)
の
各
1
室
を
備
、
ぇ
、
建
設
事
業
費

2
4
、
4
9
3
千
円
で
す
。

両
施
設
と
も
、
今
後
大
勢
の
地
症
の

皆
き
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
、
人
々
の
つ
な
が
り

を
一
層
深
め
、
明
る
い
地
域
社
会
、
つ
く

り
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

達
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
交
通
ル
ー

ル
を
よ
く
守
り
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

hv
桜
道
地
区
集
会
所

「一高年者クラフゃ一一つ

L花つ、くり足取り組む」
00 00 00 

町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
岡
山
巴

会
長
)
会
員
の
皆
さ
ん
方
の
手
に
よ
っ

て
、
毎
年
花
づ
く
り
事
業
が
活
発
に
展

開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
花
づ
く
り

を
通
じ
会
員
相
互
の
心
の
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
、
ま
た
社
会
参
加
の
場
と
し

て
「
花
の
あ
る
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
今
年
も
大

洗
町
神
山
町
川
口
地
区
の
細
川
で
丹
精
込

め
て
、
チ
ュ
ウ
リ
ッ
プ
・
ベ
チ
ュ
一
一
ア
・

イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
・
ベ
コ
ニ
ア
等
の
花

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

花
の
見
頃
に
な
る
時
期
を
見
込
ん
で

プ
ラ
ン
タ
!
に
植
、
ぇ
替
え
を
し
て
、
大

洗
文
化
セ
ン
タ
ー
・
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ

i
・
マ
リ

i
ナ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
や
大
洗

駅
前
に
置
い
て
、
多
く
の
方
々
に
観
賞

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
設
中
直
し
た

も
の
で
す
。

皆
さ
ん
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

出
端
氏
酔
@

行
っ
た
時
の
1
コ
マ
で
す
。
サ
ン
ゴ

礁
の
浜
辺
と
ど
こ
ま
で
も
青
い
南
閣

の
海
を
表
現
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

萩

谷

茂

某
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
サ
イ
パ
ン

賞
を
獲
得
し
、

3
同
月
中
匂
に
家
族
で

o
o
n
U
{
J
勺

L
n
u
n
u

「

r
q
d
-
R
d

〔評〕望
遠
レ
ン
ズ
で
パ

ッ
ク
を
量
し
た
手
法

が
う
ま
く
い
き
ま
し

た。

A 
E 

(
絹
針

弘
己

水戸市民球場で、ミスポートが

大久保選手達に花束を贈るシーン

をす旦ってみました。

平沼好男

〔評〕

花束贈呈の瞬間をうまく捕えて

います。(キ局長十 弘己)

A巨F 5.6 300ミリ x1.6 

制下車

ら

後

藤

亀

泉

選

子
ら
よ
り
下
り
す
る
土
手
の
草
青
む

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
四
つ
ん
這
い
で
よ
じ
昇
っ
た

り
、
小
さ
く
蹄
ん
で
上
り
下
り
た
り

し
て
子
供
達
の
恰
好
の
遊
び
場
に
な

っ
て
い
る
土
手
。
よ
く
見
る
と
、
春

の
日
射
し
に
誘
わ
れ
る
様
に
青
草
が

処
ど
こ
ろ
瞬
、
ぇ
出
し
て
い
る
。
子
ら

は
い
つ
の
世
に
も
日
の
子
、
風
の
子

で
あ
り
た
い
も
の
。

開
か
ん
と
開
か
ん
と
貝
塚
の
花

新

町

岸

和

田

和

子

〔
評
〕
大
串
貝
塚
の
桜
ー
も
う
開
花

で
あ
ろ
う
と
花
見
に
来
た
の
だ
が
、

案
に
相
違
し
て
未
だ
風
に
奮
を
震
わ

し
て
い
る
ば
か
り
だ
。
で
も
大
分
色

づ
き
膨
ら
ん
だ
蓄
が
、
春
実
、
む
の
風

の
中
で
聞
こ
う
、
開
こ
う
と
カ
ん
で

い
る
様
子
が
克
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
…
と
日
花
曇
り

来

光

台

大

川

た

か

〔
評
〕
曇
天
下
の
花
見
1

日
頃
の
生

協
の
緊
張
か
ら
我
が
身
を
解
き
放
し

て
花
下
に
遊
ん
で
い
る
。
太
陽
が
雲

に
揺
れ
て
い
る
の
で
時
の
経
過
が
見

え
憎
く
、
そ
の
為
か
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
一
日
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

春
愁
や
無
職
の
日
々
も
爪
伸
び
て

髭

釜

川

上

弘

〔
評
〕
ま
る
っ
き
り
の
徒
為
徒
食
で

は
な
い
け
れ
ど
、
定
年
退
職
し
て
一

応
は
勤
務
時
間
と
言
う
も
の
に
縛
ら

れ
な
い
自
由
の
身
の
上
。
そ
の
せ
い

か
、
爪
ば
か
り
が
沼
も
な
い
の
に
よ

く
伸
び
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
唯

一
春
愁
の
タ
ネ
で
あ
る
の
だ
。

春
雲
の
一
関
一
打
入
院
す

明
神
町
小
松
崎
十
古
口

日
頃
そ
れ
程
の
不
摂
生
を
し

評

た
覚
え
も
な
い
の
だ
が
、
夜
半
病
院

に
運
び
込
ま
れ
る
破
自
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
市
も
春
雷
が
閃
光
を
ひ
ら

め
か
せ
、
雷
鼓
を
轟
か
す
よ
う
な
夜

に
、
で
あ
る
。

牡!1なつは務量 名な
丹去句て居やむ 草4
のがいま坊 の
藁あるい薬春 芽
を 7のかなもー明採
解月でとど関2神 る
く(あ、の f 町心

もる心芽庭 を
亀ど。弾が先 弾
泉か私ま頭の小ま
)しにせを箪松 せ

きもて出蔭崎て
手こ手しに美
がん探て富代

一
問
題
榔
風
に
な
び
き
て
右
左

角
一
前
原
車
一
荷
嵐

(
評
〕
雪
柳
に
は
少
し
ば
か
り
強
す

ぎ
る
風
が
吹
き
渡
っ
て
い
る
。
す
ら

り
と
伸
ぴ
た
茎
を
純
白
の
小
米
花
が

際
関
な
く
埋
め
、
鰯
か
に
右
に
左
に

麿
き
揺
れ
て
い
る
。

撃
の
芽
の
み
な
な
つ
か
し
き
も
の
ば
か
り

明

神

町

泊

中

勝

校

枝
々
に
滋
る
カ
花
膏

夏
海

大
賞
千
代
子

H

祭
壇
は
椿
の
花
に
満
ち
て
を
り

桜

道

真

問

静

子

春
風
に
滝
音
だ
け
が
饗
き
を
り

髭

釜

清

水

拡

一

期

蕗
の
墓
摘
み
た
る
指
の
匂
ひ
け
る

永

町

桜

井

政

土

口

長
閑
な
る
母
の
寝
顔
を
見
守
り
ゐ

磯

浜

浅

見

道

子

花ヵ、
下ヵ、

酔
ひ

磯た
浜 り

童
'L' 

谷に
帰

ひり
ろた
しり

打
つ
波
が
春
潮
の
香
を
運
び
く
る

祝

町

今

川

田

成

豪
校
の
列
を
乱
し
て
春
の
奮

祝

町

今

川

う

め
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L、

左
記
に
よ
り
「
愛
の
献
血
」
を
笑
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

6
月
7
日
(
月
)

午
前
の
部
午
前
9
持
却
分

i
正
午

午
後
の
部
午
後
1
時
i
3

時
却
分
ま
で

場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

種
類
全
血
献
血
(
捌
凶
献
血
、
刷

副
献
血
)

献
血
の
で
き
る
人

年
齢
(
日
歳
l
N凹
歳
ま
で
)
・
体
重

(
男
性
お
い
時
以
上
、
女
性
却
し
時
以
上
)
・

そ
の
他
当
日
の
血
液
の
比
重
、
血
庄
及

ぴ
体
調
の
良
好
な
方
。

主
催
大
洗
町
・
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

らあおお

倫
明

平成5年5月5日

水
戸
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
(
日
本
損
害
保
険
協
会
)
で
は
、
専

門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

。
相
談
受
付
呂

平
日
午
前
9
時
却
分
i
花
時

午
後
1
時
1
4
時
的
分

(
土
議
日
・
日
曜
日
・
祭
日
は
休
み
)

っ…新
J
A
m
w
名
称

f
「
必
勝
一
戸
農
業
協
関
組
合

水
戸
周
辺
の
7
つ
の
農
業
協
民
組
合

の
合
併
に
よ
り
、
新
J

A
の
名
称
応
募

を
昨
年
暮
れ
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
制
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
、
厳
正
な
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
新
J

A
の
名
称
を
「
水
戸
農

業
協
同
組
合
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

選
考
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
①
集
都

に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
で
あ
る
こ
と
②
水

戸
は
康
史
・
文
化
・
観
光
の
面
か
ら
知

名
度
が
高
い
こ
と
③
応
募
点
数
の
中
で

「
水
一
戸
」
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と

i
l

等
が
基
準
と
な
り
ま
し
た
。

入
賞
者
の
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
敬
称
略
〕

最
優
秀
賞

大

森

優

秀

賞
田

口

高

村作
和

田
谷

津

田

崎

F三大洗文仕セン f圭
(H5.4.13現在)

一符事予定表 (5/9"-'6/4)

入場方法催主開催場所事

R I第2820地区RC指導者協議会

運転 免 許 更 新 侍 講 習 会

凶『

廿内催開始時間開 催 日

昌敏明婦、富
関係者

関係者

タリークラブ

水戸地区交通安全協会

ホール i茨城県民謡史舞連合会

大洗ロホール

大会議室

9: 00-5月9B(日)

S月12臼(7j()

(
水
戸
市
)

雄操

(
常
北
町

(
内
原
町

治子美

(
大
洗
町
)

(
内
原
町
)

(
茨
城
町
)

料

関係者

無茨城の民話コンクール大会

関東信越青色申告会ブロ y ク|ホール|茨城県青色申告会連合会

6月4醐 | 川 トi許可事官委員会総会[ホール|善寺へ高ifZ雲
※主主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター密66-2442へお問い合わせ下さい。

9 : 00-

5月23日(日)110:00-

12: 30-5月25日{火)

関係者

んゃち

ほ
か
華
則

前

り

利

句

通
え
絵
什

土内
口

6 6 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 

(月樹/臼/ / / / / / / / / / / / 
伺)7 付q2 倒 28附27(水)26(対25休:)19や")13や1<)12 開 10倒 7付申 6

母 経 日 高監 反ツ 経 母 手し
ロ

芋し
山之 口 般 毒草

子 稜 生 C 
応、ル 生 歳 診 子 手重 兇

ポ G 食
オf

児 査 業

検fオ相 混 オ 接 教 健
本目 if& 健

談 メ口入
ま与空

緩 皇室 盗ン 与全lt
診

相談
言長 メ£〉ヨ、 診

名

母性 生 生 、y 3 乳学 生 3 一】自リ 母 主主 生 生
後 f表 J、、- カ

幼児校も f去 書主
般{主年度

性 f変 後 後
及 24 3 lレ 月 3 。〉 及 24 6 2 
ぴ カ カ ク れカ 重量 民基 1.Y カ カカ 弁せ
宇し 月 月 12 者月 生 健本乳 月 月月

幼児
ン カ 及 1 1 1 

48 48 反 月 ひご 48 逮 康診 幼児の 48 7 3 
グ〉 カ カ 応 ロコ 3 カ し カ カカ 象
相 月 月 査検 手L カ月 fこ ヨ韮相 月 月月
談 ま ま 児 月ま

幼児 要指 談者 ま σ)!l) 

者 で で で 及 i で で 手し芋L
!l) !l) 陰 ひご 481 !l) 導 σ7 児児 名
幼 手L 性 母 Rカ 芋幼L 者 幼
児 幼 σ〉 親 及 見i 

児 者 の児 v' 

9 1 1 1 1 1 1 1 111 11 1 1 1 9 1 1 
付受11時 2 持 2 日寺 2 待1 持 2 持 2 持 2時 2時 11時 2時 H寺

時00時 15時 15持15時00時 15時 15時00時00待。。 持15待。。
00分 15分 15分 15分 00分 15分 15分 00分 00分 00分 15分 00分

書寺

分分医竺分分分 分 分 分 分 分
間

臨
時
と
⑮
も
す
@

鍵

藤

増
加
す
る
痛
鼠

震基近
年
、
日
本
で
も
、
高
た
ん
ぱ
く
・

高
脂
肪
食
の
普
及
な
ど
、
食
生
活
の

変
化
に
伴
っ
て
、
痛
風
に
な
る
人
が

増
加
し
て
お
り
、
全
国
で
約
印
万
人

の
患
者
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
句

痛
風
は
、
プ
リ
ン
体
と
い
う
物
質

か
ら
つ
く
ら
れ
る
尿
酸
が
、
体
内
に

た
く
さ
ん
だ
ま
っ
て
針
状
の
結
自
聞
と

な
り
、
そ
れ
が
関
節
に
沈
着
し
て
炎

症
を
起
こ
す
病
気
で
す
。
典
型
的
な

症
状
は
、
足
の
親
指
の
付
け
根
が
急

激
に
腫
れ
て
痛
む
も
の
で
、
歩
く
こ

と
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
(
痛
風
発

作)。痛
風
や
高
尿
酸
血
症
の
治
療
に
は
、

食
事
療
法
が
中
心
と
な
り
ま
す
の
で
、

軽
い
場
合
や
予
防
の
た
め
に
は
、
次

の
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

(
栄
養
士
・
野
口
洋
子
記
)

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
プ
リ
ン
体
の
多
い
食
品
は
避
け
る
。

特
に
い
わ
し
、
も
つ
、
肉
汁
な
ど

は
要
注
意
。

②
脂
肪
を
と
り
す
ぎ
な
い
。

③
糖
質
、
た
ん
ぱ
く
質
は
適
量
に
。

果
物
の
過
剰
摂
取
に
注
意
(
果
糖

は
尿
酸
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が

る)。

④
一
野
菜
な
ど
ア
ル
カ
リ
性
食
品
を
と

る。
⑤
心
綴
・
腎
臓
・
血
管
系
の
障
害
が

な
い
と
き
は
、
水
分
摂
取
量
を
十

分
に
。

1
8
の
尿
且
一
患
を
2
4
く
ら

い
に
す
る
(
腎
臓
結
石
を
防
ぐ
)
。

⑥
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
め
に
。

1
日

の
飲
酒
田
一
一
患
は
日
本
酒
1
合
、
ピ
ー

ル
1
本
(
大
び
ん
)
、
ウ
イ
ス
キ
ー

ダ
ブ
ル
2
杯
以
内
の
い
ず
れ
か
に

と
ど
め
る
。

⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
と
り
す
ぎ
で
肥
満

に
な
ら
な
い
よ
う
。
た
だ
し
、
絶

食
な
ど
急
激
な
減
量
は
し
な
い

(
急
な
減
量
は
尿
酸
の
増
加
に
つ

な
が
る
)
。

問
問
が
ん
、
子
宮
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

は
年
々
低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
が
ん
に
か
か
る
人
が
減
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
集
団
検
診
等
に
よ
る
早
期

発
見
の
効
果
が
多
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
に
つ
い

て
は
、
従
来
、
欧
米
に
多
く
日
本
で
は

少
な
い
「
が
ん
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
、
食
生
活
や
女
性
の
ラ
イ

ブ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
こ
の
が

ん
の
発
生
は
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー
ド
で
ふ

η
l
円
自
動
車
税
は
5
開
閉
山
/
日
ま
で
に
ー
に
刊
川
斗

U
Uい
ιい
い
い
れ
い
絹
骨
一
じ
ー
で
下
さ
い
/-aJYK一

i
、
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
B
現
は
、
車
検
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
ご

在
の
所
有
者
(
登
録
章
受
)
に
課
利
用
く
だ
さ
い
。

税

さ

れ

ま

す

。

4

、

自

分

が

登

鋸

名

義

人

に

も

か

か

わ

た
一
平
成
5
年
度
の
は
4
月
初
日
に
発
ら
ず
、

5
月
口
日
に
な
っ
て
も
納
税

付
し
ま
し
た
。
納
税
通
知
書
が
混
き
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
、
そ
の
他

ま
し
た
ら
納
期
限

(
5
月
紅
白
)
ま
詳
細
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
次
へ
お

で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
願
い
し
ま
す
。

(
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金
が
〔
照
会
先
〕

加

算

さ

れ

ま

す

。

)

水

戸

市

柵

町

1
1
3
1
1

3
、
納
税
通
知
書
で
納
付
し
た
「
自
動
茨
城
県
水
戸
県
税
事
務
所
自
動
車
税
課

車
税
納
税
証
明
書
(
継
続
検
査
用
)
」
宮

0
2
9
2
i
n
-
-
6
6
0
5

e

交
通
事
故
SEtt蜘制裁

毎
週
水
曜
日
の
午
後
1
持
i
4
時
ま

で
、
弁
護
士
相
談
日
と
な
っ
て
い
ま
す
句

加
燃
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
水
一
戸
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
i

一
寸
制
水
戸
市
南
町
3
1
4
i貯

水
戸
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
5
階

宮

部

1
1
6
9
3

@
曹
、
が
ん
検
診

7 6 6 6 6 6 6 6 6 
診検月 月 fJ 月 月 月 月 月 月

4 23 22 18 17 16 15 14 11 
日

制日
日 日 日 日 日 日 日

臼
(日) (め 出訪 休)かぬ (:k) (月)世め

問問 大 キ兄 方く

霊集F室ι~長三t 

大 大 夏 松
手申 洗 百J町

賞集Jz会スh 

賞

主海集会
集蕗)11 

集ぷ町23〉ミ、

町 j松Z 堀 角 主曇

保健
f王 害集dヱ〉ス1 、

在すも見
戸斤

会集 セ

前F長 セ
宅集会 宿上

ン
グJ〆 戸前斤

オミ

所前 所前
タ

T 所

直吉
戸前斤

ノレ
前下 前

O
受
付
時
間

午
前
6
時
加
分
i
午
前
8
時
ま
で

O
対

象

者

的
歳
以
上
の
方

(
5
年
度
中
的
歳
に

な
る
方
も
該
当
し
ま
す
。
)

O
申
込
方
法

6
月
4
臼
悩
ま
で
に
「
大
洗
町
保
健

セ
ン
タ
ー
」
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
申
込
者
は
、

1
日
間
人
で
締
切
ら

せ
て
戴
き
ま
す
。

O
注
意
事
項

検
診
の
擦
は
、
ボ
タ
ン
の
な
い
肌
着

を
着
用
し
て
き
て
下
さ
い
。

@
乳
、
が
ん
検
診

6 6 6 6 8 5 8 
検

月 月 月 月 月 jヲ 月
30 29 28 23 22 21 16 診
釘 日 日 日 日 自 日

臼(7ぬ (:k) 伯) かぬ (:k) (丹) やぬ

大洗 大洗 大洗 大洗 大 大洗 大
洗 洗

場田7
保健町

町 部T 町 町
町イ呆

保健 保健 イ健呆 健保 保健
健

セ セ セ セ セ セ セ
ン ン ンン J 、 ン ン
タ タ タ タ タ タタ E行

。
受
付
時
間

午
後
1
時
i
午
後
2
持
ま
で

O
対

象

者

え
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
予
防
す

る
に
は
、
食
生
活
を
重
点
と
し
た
生
活

習
慣
の
改
善
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

も
う
一
歩
積
極
的
な
が
ん
対
策
と
し
て

年
一
回
の
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
町
で
は
、

各
種
が
ん
検
診
を
笑
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
が
ん
の
恐
ろ
し
き
を
認
識
さ
れ
お

互
い
に
声
か
け
合
っ
て
受
診
い
た
し
ま

し
ょ
、
つ
。

叩
歳
以
上
の
女
性

(
5
年
度
中
却
歳

に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
。
)

O
申
込
方
法

6
月
8
日
関
ま
で
に
「
大
洗
町
保
健

セ
ン
タ
ー
」
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
申
込
者
は
、

1
呂
田
人
で
締
切
ら

せ
て
戴
き
ま
す
。

O
注
意
事
項

検
診
の
際
は
、
必
ず
パ
ス
タ
オ
ル
を

ご
持
参
下
さ
い
。

@
子
円
高
が
ん
検
診

7 7 7 7 7 7 7 
検

月 月 月 月 月 月 月
20 9 1 8 7 1 6 5 1 2 診
日 日 日 日 日 日 尽

日{刈 在首 や，，) や付 (:k) 伺) 在封

大 大 千兄 刀く 大 大 夏
洗 洗

i松匝E7 震集会
貫角

梅幸喜
ま曇町 富I

保健
{呆
健

宅会4集3三
所 集会セ セ
上宿J fF ンタ 所前 戸前斤 所前 所

前 前 所前 前

O
受
付
時
間

午
後
ロ
時
却
分
1
午
後
1
時
加
分
ま
で

O
対

象

者

初
歳
以
上
の
女
性

(
5
年
度
中
却
歳

に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
。
)

O
申
込
方
法

6
月
出
臼
樹
ま
で
に
「
大
洗
町
保
健

セ
ン
タ
ー
L

へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
申
込
者
は
、

1
日
間
人
で
締
切
ら

せ
て
戴
き
ま
す
。

O
注
意
事
項

昨
年
度
に
検
診
予
約
を
さ
れ
た
方
は
、

今
回
の
申
し
込
み
は
不
要
で
十
九
な
お
、

都
合
に
よ
り
検
診
場
所
を
変
更
す
る
方

は
、
回

Tgに
ご
連
絡
下
さ
い
。

検
診
の
際
は
、
必
ず
ス
カ
ー
ト
を
着

用
し
て
き
で
下
さ
い
。

@
大
騒
が
ん
検
診

(
検
査
容
器
配
布
期
間
)

6
月
日
臼
樹
1
7
月
初
日
制

(
検
査
容
器
蛇
布
場
所
)

回
同
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

会
場
及
び
大
洗
町
叫
保
健
セ
ン
タ
ー
に
於

て
受
付
ま
す
。

(
検
使
持
参
日
及
び
場
所
)

6
月刊
ω
日
開
・

6
月
白
白
川
W

7
R
m
B
問・

7
月
幻
自
例

(
対
象
者
)

M
W

歳
以
上
の
男
女

(
5
年
度
中
日
制
歳

に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
。
)

(
検
査
方
法
)

便
潜
血
反
応
検
査
2
団
法

(
2
日
間

使
を
採
取
し
、
血
液
が
ま
じ
っ
て
い
な

い
か
調
べ
る
も
の
)

〈
各
検
診
共
通
事
項
V

@
各
検
診
と
も
料
金
は
無
料
で
す
。

毎
日
制
歳
以
上
の
方
は
、
検
診
の
際
、

健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

@
検
診
に
つ
い
て
の
申
し
込
み
お
問

い
合
わ
せ
は
、
大
洗
町
保
健
セ
ン

タ
ー
器
伺
1
1
0
1
0
(
内
線
組
)

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

「
機
能
回
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

0
5
月
7
日
樹

0
5
月
弘
日
樹

0
5
月
日
目
附

0
5
月
お
白
川
W

0
5
月
刊
∞
臼
樹

0
6
月
4
日
樹

0
6
月
8
日

ω

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
5
月
日
白
川
W

専
門
療
法
士
指
導

0
5
月
紅
白
樹
整
形
外
科
医
診
断

。
6
月
1
日
附
専
門
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

誹
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
を
必
要
な
方
。

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

町の人口と世帯
(4汚!日現在)

人口 20.833人 (-56) 

男 10.318人(-40) 

女 10.515人(一 16)

世帯数 6.366戸(一14)

転入 107人 転出 49人

出生 12人 死亡 18人
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